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本学附属中学校が文部科学大臣賞を受賞 
全国学校・園庭ビオトープコンクール 2023 

 

 令和６年２月４日（日）に東京国立博物館平成館の大講堂で行われた全国学

校・園庭ビオトープコンクール 2023 の表彰式にて、本学附属中学校が「文部

科学大臣賞」を受賞しました。同コンクールは、平成１１年から隔年で実施

し、平成１７年からは、秋篠宮皇嗣殿下にご臨席賜り開催しており、今回で１

３回目（２５年）となります。また、福島県内の幼稚園、小学校、中学校、高

等学校、大学では、２５年間で初の受賞となりました。表彰式後には、受賞校

を代表して、生徒７名と教員２名がビオトープ活動について事例発表を行いま

した。 

 

附属中学校では、本学共生システム理工学類の黒沢高秀教授と塘忠顕教授か

ら専門的な助言を受けながら、ビオトープ活動に取り組んでおります。今年度

は、２名の大学教員から計４回の講義と実習を行いました。これらの学びを生

かし、理科や総合的な学習の時間などの授業で、生物多様性や環境保全につい

て学んでいるところです。 

令和５年１０月２７日には、本校の生徒たちが「ふくしまビオトープ子ども

サミット」を主催し、オンラインにて運営を行いました。このサミットは、未

来を担う児童・生徒たちが「ビオトープ」というテーマで福島の生物多様性や

環境保全について意見交換し、児童生徒が主体的に環境学習や保全活動に関わ

っていくこと目的として実施しました。福島県内から、計８校（４０名以上の

児童・生徒・教員）の参加があり、環境学習の有用性を実感したところです。 

 また、１０月３０日、１１月１日に開催した学習指導法研究会では、参観さ

れた約３３０名の教員に本校の生徒たちがビオトープ活動を発表しました。 

 これらの活動が日本生態系協会に認められ、全国学校・園庭ビオトープコンク

ール 2023 にて、文部科学大臣賞を受賞し、授賞式後に、事例発表を行うことに

なりました。 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

福島大学附属中学校・教頭 甚野 隆洋 

電 話：024-531-3032（直通） 

メール：fucyu@adb.fukushima-u.ac.jp 
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総合担当理科担当

ビオトープ活動の主な担当教員の紹介

発表 発表

Berore After
ー

ー

※教科の枠を超えて，多くの先生がこのビオトープ活動に関わっております。

委員会
担当

生徒の主体的活動



ビオトープコンクール授賞式 ー東京国立博物館ー

代表生徒

教 員

長谷川慶佑 阿部 紡 阿部蒼太郎 進藤 琉生
佐藤 瑞季 菊田 彩花 鈴木 楓果

副校長 遠藤 博晃 担当教諭 関本 慶太

１学年生徒４名 ３学年生徒３名



4上位５賞の紹介とこれまでの福島県の結果

引用 https://www.biotopcon.org/2023/biocon2023_laureate.pdf

25年間で
福島県勢

初の受賞



本実践と連携している先生方のご紹介

福島大学共生システム理工学類

黒沢高秀 教授 塘 忠顕 教授

植物分類学
生態学

昆虫の比較発生学
地域の昆虫相保全

専門分野 専門分野

移植活動の様子‐７月

主な授業協力

６月26日（月）環境視察
７月５日（水）講義・実践 １年生
12月８日（金）講義・実践 ３年生

主な授業協力

８月25日（金）講義・実践 ３年生
９月14日（木）環境視察
９月25日（月）講義・実践 ３年生
10月27日（金）子どもサミット講評

河川調査の様子‐８月



ふくしまビオトープサミットの実施

部分的にぼかしを入れています

福島県内の
８校の小中
学校が参加

県内の小中学校の送付した案内



ビオトープの魅力について発表

学習指導法研究会（学校公開）ー生徒発表ー

2日間で約330名の先生が来校



ビオトープコンクール授賞式 ー東京国立博物館ー

代表生徒
長谷川慶佑 阿部 紡 阿部蒼太郎 進藤 琉生
佐藤 瑞季 菊田 彩花 鈴木 楓果

ビオトープ管理委員（今年度に有志団体を結成）
1年生：１１名 2年生：９名 ３年生：８名 が所属

１学年生徒４名 ３学年生徒３名

代表



１・３学年の理科の授業

食物連鎖が行われているビオ
トープを作成し、ビオトープ
で出産や子育てが行われ、生
命が連続する環境にしよう。

学習の大きなテーマ

（生徒）自然に近い感じで，な
るべく多くの生き物がいて，子
孫繁栄できたらいいな。

（教師）どんなビオトープ
にしていきたいですか？

３学年の理科の授業

１学年の理科の授業
みんなでつくるビオトープを
コンクールに応募しよう！



８月25日（金）講義・実践 ３年生 塘教授

実践：日の倉橋（福島県福島市庄野）下の荒川の調査

実践：種の同定と荒川の水質に関する考察講義：種の同定の仕方

ブユ類，ヤマトビケラ類，カワニナ類が多く見つかりました。これによって、
この地点の水質階級はⅠ（きれい）であることが分かりました。実際の河川
を調査することで，生物の種類やその数が環境の指標となることを学びまし
た。また，きれいな河川での生物の多様性を実感できました。



中庭ビオトープと外庭の環境調査

中庭の調査 外庭の調査

種の同定 分析と考察

外庭

中庭

９月25日（月）講義・実践 ３年生 塘教授

中庭と外庭の環境を比較する授業を実施しました。今回の調
査では，二次消費者（トンボとクモ）の数が中庭で多くいま
した。中庭に池ができたことで，ビオトープにおける生物が
多様化し，生態系が発展していることが分かりました。



12月8日（金）講義・実践 ３年生 黒沢教授

「本当のビオトープとは何か」をテーマに環境の保全・復元の観点で

講義をしてくださいました。移植活動では，昆虫を引き寄
せるため，クヌギの苗を中庭に移植しました。

実践：外庭から中庭への植物の移植活動

講義：「本当のビオトープとは何か」
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